
予定表 【教室掲示用】

磨き合う緑陽 ～「もっとよい自分」づくりを基盤として～ 　
日 学 校　内　関　係

曜 年 1 2 3 4 5 6 放課後

生徒議会・委員会（次年度当初の動き） 給食　12:35～13:10
二次選抜出願〆切16:00 ふれあい　13:10～13:30

帰りの会　13:40～14:00
最終下校　14:15

14:15 議会・委員会　14:15～15:15

　 15:30 最終下校（委員）　15:30
二次選抜出願変更9時～16時 帰りの会　13:40～14:00
⑤大清掃 教室片付け　14:10～14:20

清掃　14:25～14:45
最終下校　15:05

15:05 ワックスがけ　14:55～15:25

✰ 15:40 最終下校（ワックス有）15:40

④時　11:45～12:35
給食　12:35～13:10

ふれあい　13:10～13:30
⑤時　13:35～14:25

帰りの会　14:35～14:55
　 最終下校　15:10

🎌春分の日🎌

　
第二次選抜検査期日 ④時　11:45～12:35

給食　12:35～13:10
ふれあい　13:10～13:30
清掃　13:35～13:45

帰りの会　13:55～14:15
✰ 最終下校　14:30

後期生徒総会（まとめの会）＆認証式・任命式 ふれあい　13:10～13:30
④→ふれあい→清掃→帰りの会→まとめの会等 清掃　13:35～13:45
朝）タブレット点検 帰りの会　13:55～14:15

生徒総会　14:25～15:10
認証式・任命式　15:15～15:45

✰ 最終下校　16:00

備　　　　　考校　　　　　　　　　　　時
各　種　行　事
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仲間と歩んだ日々を振り返る

　どの学年も学年スタンダードについて取り組んでいることと思います。学年スタンダードを行う目的は、来年度に新しい学
級になったとしても、どの学級も同じようにスタートするため、です。学年スタンダードの活動は、自分たちがここまでなら
できる！というものが取組内容になっていると思います。それは言い方を変えると、ここまで自分たちは成長しているという
ことの確認でもあるのです。スタンダードの取組として自分たちができるようになったのは「仲間」がいると思います。この
「仲間」と歩んできた日々を思い出してみて下さい。「自分」の成長を支えてきてくれた背景には「仲間」がいると思いま
す。これが、「仲間のおかげ」です。そこに気付くことができれば、次は、自分を支えてくれた「仲間のために」という思い
が生まれ、行動になっていくのです。このように自分たちが歩んできた1年間は常に「仲間のおかげ」であり、「仲間のため
に」で動いてきたと思います。双方に共通する思いは「感謝」です。だから、学年スタンダード活動をする時には、「仲間」
に対する「感謝」の思いをもって取り組んでください。そのような関係が学級に生まれると、学級に対して「誇り」をもつよ
うになります。そんな「誇り」ある学級の一員だったことが、自分自身の「自信」にもつながります。「自信」が生まれる
と、次の新しい学級でも挑んでいけるようになります。仲間との日々を振り返り、別れを悲しむのではなく、前を向いて進め
るための日々にしよう！

梅村亮介のどうでもいい話～「どうでもいい話について書いたどうでもいい話」～

週報も残すところあと2週となってきて感慨深く感じている梅村です。毎年、この時期になると週報のラストが近づいてく
るので、今年もやりきれた！と達成感を味わうことができています。そして、来年は週報のどうでもいい話の作成はやめてお
こうかなぁ～と思ったりもするわけです。そのたびに、「来年も楽しみにしています！」とか「卒業してからも緑陽中学校の
ホームページで見ます！」などのうれしい言葉を聴き、「よっしゃ、来年も頑張るぞ～！」となります。今回は、そもそも
「どうでもいい話」を書き始めたきっかけを少し述べます。
どうでもいい話のタイトルは「梅村先生」ではなく、「梅村亮介」です。これは、教師としてではなく、生身の人間である

「梅村亮介」の人となりや考えていること、好みなどを伝えて、共通の話題があって会話のきっかけになったらうれしいな！
という思いで始めたものです。そして、日常でクスっと笑える瞬間があれば、その日一日がちょっといい日になるんじゃない
かと思って作っています。だから、クスっとしてもらえたらうれしいけど、今回の内容では・・・できないね（笑）
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